大学生のインターネット依存と性格特性との関連について by 八木　 成和
73－ －
四天王寺大学紀要　第 64 号（2017 年 9 月）
大学生のインターネット依存と性格特性との関連について
The relationship between internet dependence tendency 






査が実施されてきた。本研究では、大学生 1,041 名を対象に「Young20」（Young, 1998）を用
いて先行研究の結果と比較すると共に、性格特性との関連について検討した。











日の平均利用時間は、全年代では 90.4 分であるが、20代が最も多く 146.9 分であり、次に、10
代で 112.2 分であった。これが休日 1日の平均利用時間となると、全年代で 113.7 分に増加し、
10 代が最も多く 221.3 分であり、次に、20 代の 210.0 分と増加していた。特に、10 代と 20 代
では、テレビのリアルタイムの平均視聴時間の平日 1日 10 代 95.8 分、20 代 128.0 分、休日 1
日 10 代 155.8 分、20 代 155.4 分よりもインターネットの平均利用時間の方が多くなっており、
テレビの視聴よりもインターネットを見ていることの方が多いことが示されている。
　そして、モバイル機器（スマートフォン及びフィーチャーフォン）によるインターネットの
平均利用時間は、全年代では平日 53.8 分、休日 80.6 分であり、前年度の全年代の平日 50.5 分、








％）、「仕事や調べものに役立つ情報を得る」（全年代 71.4％、10 代 79.9％、20 代 86.3％）の 2
項目で最も高い割合で利用されていた。
　以上のように、インターネットは、メディアの中で特に利用が進み、10 代と 20 代での利用



















































沢・成澤・横須賀・内藤・裴（2016）は 20 代から 50 代以上までの 235 名を対象に同じく
「Young20」を用いて生活習慣との関連を検討している。インターネット依存傾向がある群の方
が、睡眠が不十分であり、食生活の乱れが存在していることが示されている。そして、王・和
田（2014）では、中国（上海）の大学生 417 名と日本の大学生 207 名を対象に「Young20」と
オンラインゲームやメールのような情報機器に関わる要因との関連を検討し、日中の大学生の
相違点を示している。
　高橋（2016）は 15歳から 87歳までの 999 名を対象に Young（1998）をもとにして日本語版
に修正された尺度（20 項目、5件法）を使用し、60 点以上か 60 点未満かによって 2群に分類



















































（10.6％）「中群」は 411 名（58.1％）「低群」は 221 名（31.3％）であった。女性の場合、334
名中「高群」は14名（4.2％）「中群」は 178名（53.3％）「低群」は 142名（42.5％）であった。
　総務省情報通信政策研究所（2013）では、同じく 3区分で分類した結果、小学 4年生から社
会人までの 2,605 名の全体では、「高群」が 6.3％、「中群」が 37.5％、「低群」が 56.2％であっ
た。男女別では、1,301 名の男性の場合、「高群」は 5.8％、「中群」は 36.7％、「低群」は 57.5
％であった。1,304 名の女性の場合、「高群」6.7％、「中群」は 38.3％、「低群」は 54.9％であっ
た。691名の大学生では「高群」が6.1％、「中群」が45.0％、「低群」が48.9％であった。なお、
男女別と大学生の結果は、各集団の人数を母数として割合が示されている。
　また、王・和田（2014）では、同じ 3区分で分類し、日本人の大学生 210 名の場合、「高群」
6名（2.9％）、「中群」147名（70.0％）、「低群」57名（27.1％）であった。男女別では、106名
の男性の場合、「高群」3名（2.8％）、「中群」78 名（73.6％）、「低群」25 名（23.6％）であっ
た。104 名の女性の場合、「高群」3名（2.9％）、「中群」69 名（66.3％）、「低群」32 名（30.8
％）であった。中国人の大学生207名の場合、「高群」16名（7.7％）、「中群」152名（73.4％）、
「低群」39名（18.8％）であった。男女別では、125名の男性の場合、「高群」9名（7.2％）、「中

















人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
「インターネット依存」
傾向
高　群 75 10.6％ 14 4.2％ 89 8.5％
中　群 411 58.1％ 178 53.3％ 589 56.6％
低　群 221 31.3％ 142 42.5％ 363 34.9％









（男性 28 名、女性 56 名）で 57.9％、39 点以下は、145 名中 61 名（男性 19 名、女性 42 名）で
42.1％あり、平均値は 43.48 点（SD＝13.54）であった。
　また、神戸他（2016）は、伊藤（2009）と同じ得点基準を用いて 40 点以上を「ネット依存
傾向あり」、39点以下を「ネット依存傾向なし」として分類している。40点以上は 235 名中 75
名（男性 43名、女性 32名）で 31.9％、39点以下は、235名中 160名（男性 86名、女性 74名）
で全体の 68.1％あり、平均値は 34.2 点（男性 34.7 点、女性 33.7 点）であった。このうち、20
代（44 名）だけ見ると、40 点以上は 26 名（59.1％）、39 点以下は 18 名（40.9％）であり、平
均値は 41.6 点であった。2つの研究とも表記されている結果の仕方が異なるが比較可能なデー
タのみ示した。
　本研究でも、同じく 40点以上と 39点以下で分類した結果、TABLE1 より 40点以上は 678名
（65.1％）、39点以下は 363 名（34.9％）であった。平均値は 46.98（SD＝15.07）であった。伊
藤（2009）の大学生を対象とした調査結果と神戸他（2016）の 20代の調査結果では、40点以
上は60％程度であったが、本研究の方が65.1％でやや高かった。また、平均値でも伊藤（2009）












































N 363 589 89
外向性
M 18.61 17.67 16.17
＊＊
SD 3.86 3.81 3.83
協調性
M 20.74 19.83 18.82
＊＊
SD 2.59 2.73 2.79
勤勉性
M 18.28 16.73 16.47
＊＊
SD 2.98 2.97 3.13
情緒安定性
M 17.75 16.84 15.92
＊＊
SD 3.49 3.34 3.14
知性
M 16.56 16.32 16.70















「没入」の 7つの因子を抽出している。また、瀧（2013）は大学生 101 名を対象に 14 項目（5
件法）からなる「新インターネット依存傾向尺度」を作成し、「対人関係形成のための過剰なイ
ンターネット利用」と「インターネット離れの困難」の 2つの因子を見出している。そして、
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